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Follow-up survey according to Entrance examination selection category  
















Abstract：Education IR is to collect and analyze information inside and outside the university, 
and to support improvement of the university by providing the results to the faculty and staff. 
I collected student data from admission to graduation, such as entrance examination selection 
categories, temporary absence and dropout from the university, activities, grades and etc. 
These are the data of students who graduated from Akikusa Gakuen Junior College in March 
2019. In this paper, I analyzed according to entrance examination selection category by using 
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1. はじめに  
少子化に伴い、若年層人口は年々減っていき、今後大学志願者数の大幅減少が予測され
ている。現在全国の大学で生き残りをかけ、様々な改革が行なわれている。その改革の中
で、教学 IR（ Institutional Research）が注目され、各大学にて多くの研究が行なわれて
いる [1][2][3][4][5]。秋草学園短期大学では、標準卒業年限で 2018 年度に卒業となる学生
を対象に、入学から卒業までの学生のデータを収集した。幼児教育学科第一部・文化表現
学科は 2017 年度入学者、幼児教育学科第二部・地域保育学科は、2016 年度入学者が対象
である。データの件数は、361 人分である。データの項目は、学科、クラス、入学年、入
試の選抜区分、卒業者、留年者、休学者、中退者、学友会役員、学生リーダー、学級委員、









図  1 では入試選抜区分ごとの入学者の人数を示す。今回のデータでは、指定校推薦で入学
する学生がもっとも多く、その次に AO 入試での入学者が多い。  
 
図  1 入試選抜区分ごとの入学者の人数  
図  2 は学科ごとの入試選抜区分の割合である。幼児教育学科第一部は地域保育学科に比
べ、AO 入試での入学者が少なく、指定校推薦での入学者が多い。幼児教育学科第二部は、
AO 入試での入学者は無く、指定校推薦の割合が大きい。文化表現学科は AO 特待入試で
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図  2 学科ごとの入試選抜区分の割合  
 
3. 入試選抜区分に関するクロス分析  




いのは、AO 入試と指定校推薦での入学者である。  
 
図  3 入試選抜区分ごとの卒業率  
 図  4は入試選抜区分ごとの成績順位の割合である。成績順位は 4つのグループに分けた。












図  4 入試選抜区分ごとの成績順位の割合  
 
図  5 入試選抜区分ごとの卒業者の就職率  
 図  5 は入試選抜区分ごとの卒業者の就職率である。成績が良い入試選抜区分（AO 特待
入試、一般入試、社会人入試）の就職率が他に比べ低い。  
 









図  6 保育系学科の入試選抜区分ごとの就職先  
 
図  7 文化表現学科の入試選抜区分ごとの就職先  
 
図  8 は入試選抜区分ごとの通学時間である。AO 特待入試での入学者は他に比べ、1 時
間以上かけて通学している学生が多い。  
 
図  8 入試選抜区分ごとの通学時間  
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 図  9 は、入試選抜区分ごとの 1 年次と卒業時における成績順位の上昇・下降を示してい
る。1 年次の成績順位より卒業時の成績順位が 5 つ以上上がっていれば「上昇」、逆に 5 つ
以上下がっていれば「下降」、それ以外の場合は「変わらず」とした。付属高校特待推薦・
付属高校推薦で入学した学生は、1 年次より卒業時の方が、成績順位が上がっていること
が分かる。また、AO 特待入試で入学した学生は、順位の変動が少ないのが分かる。図  4
で示した入試ごとの成績とあわせて考えると、良い成績を維持していることが分かる。  
 
図  9 入試選抜区分ごとの 1 年次と卒業時における成績順位の上昇・下降  
   
   
196
秋草学園短期大学 紀要 36 号（2019） 
 
 
   
   
   
図  10 10 個の入試選抜区分における 1 年次の成績順位と卒業時の成績順位  
 
上記の図  10 は、10 個の入試選抜区分における 1 年次の成績順位と卒業時の成績順位の
関係である。各学科の学生の総数が異なることから、順位を各学科の人数で割り、 100 を
かけた値となっている。よって上記のグラフにおいて順位は 0 から 100 の間に収まり、0
に近いほど成績が良く、100 に近いほど成績が悪いということになる。また、散布図の横
軸は 1 年次の成績順位、縦軸は卒業時の成績順位であり、(0,0)と (100,100)を結ぶ斜めの線
より下にある点は成績が上がった人を指し、逆に斜めの線より上にある点は成績が下がっ
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「1 年次の成績が悪いと卒業時の順位が下がる」、一般入試の学生は「全般的に 1 年次の成
績順位より卒業時の成績順位が上がる」という特徴が出ている。  
 
4. その他のクロス分析  




図  11 保育系の学科の就職先  
 




図  12 学科ごとの図書館利用頻度  
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 図  13 は、図書館利用頻度と卒業時の成績順位である。成績順位は 4 つのグループ（A




図  13 図書館利用頻度と成績順位  
 




図  14 通学時間と成績順位  
 
















図  16 部活動と成績  
 
 
図  17 1 年次の GPA と卒業  
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図  17 は 1 年次の GPA と卒業との関係である。標準卒業年限で卒業できなかった学生は
1 年次の時点で成績が良くないことが分かり、GPA2 未満が半数以上を占める。  
 
 次は 1 年次の S の個数との関係である。図  18 では標準卒業年限で卒業できなかった
学生のほぼ 9 割が、S の個数が 5 個未満であることを示している。  
 
図  18 1 年次の成績の S の個数と卒業  
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5. おわりに  
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